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市
民
の
み
な
さ
ん
は
、
ふ

る
さ
と
城
陽
が
全
国
的
に
も

胸
を
張
れ
る
古

い
に
し
えか
ら
の
歴
史

を
持
ち
、
貴
重
な
遺
跡
や
出

土
物
、
文
化
財
が
点
在
す
る

素
晴
ら
し
い
ま
ち
で
あ
る
こ

と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

そ
ん
な
ま
ち
の
特
性
を
生

か
し
、
誇
り
あ
る
歴
史
と
貴

重
な
遺
跡
や
出
土
物
、
文
化

財
を
守
り
伝
え
る
た
め
、
調

査
・
研
究
・
収
集
・
保
存
・

公
開
し
て
い
く
の
が
、
五
里

ご
り
館
の
大
き
な
役
割
で
す
。

同
館
で
は
市
民
の
み
な
さ

ん
に
、
城
陽
の
歴
史
を
「
わ

か
り
や
す
く
」「
興
味
深
く
」

紹
介
す
る
こ
と
、
ふ
る
さ
と

の
歴
史
を
知
る
こ
と
で
、
よ

り
愛
着
を
持
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
歴
史

に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
情
報

発
信
に
努
め
て
い
ま
す
。

昨
年
４
月
１
日
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
た
同
館
は
、
常
設

展
示
室
を
そ
れ
ま
で
の
「
テ

ー
マ
展
示
」
か
ら
、
よ
り
身

近
な
「
通
史
展
示
」
へ
と
内

容
を
変
え
ま
し
た
。
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
効
果
と
し
て
、
展
示

物
を
替
え
や
す
く
な
っ
た
点

を
生
か
し
、
常
設
と
い
い
な

が
ら
、
季
節
を
考
え
た
展
示

内
容
に
変
え
る
な
ど
に
努
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
中
学

生
や
65
歳
以
上
の
人
、
障
害

者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
人

は
無
料
と
す
る
な
ど
の
取
り

組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
19
年
度

は
大
人
６，
０
２
３
人
、
子

ど
も
５，
０
４
６
人
、
合
計

１
１，
０
６
９
人
と
平
成
18

年
度
の
約
２
・
３
倍
の
入
場

者
を
数
え
、
目
標
だ
っ
た
年

間
１
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

今
年
３
月
20
日
に
は
、
平
成

７
年
11
月
１
日
の
開
館
以
来
、

入
場
者
10
万
人
を
突
破
し
ま

し
た
。

常
設
展
示
室
は
、
◆
考
古

学
・
古
代
（
旧
石
器
時
代
〜

平
安
時
代
末
）
◆
中
世
（
武

家
政
権
の
始
ま
り
〜
戦
国

期
）
◆
近
世
（
安
土
桃
山
時

代
〜
明
治
維
新
）
◆
近
代

（
明
治
維
新
〜
終
戦
）
◆
現

代
の
５
つ
に
分
け
て
、
市
の

歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
の
産
業
や
民
俗
に
つ
い
て

も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

館
内
に
は
、
楽
し
み
な
が

ら
歴
史
を
学
べ
る
工
夫
が
数

多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
、

常
設
展
示
室
に
あ
る
円
筒
ブ

ー
ス
内
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
４

台
を
置
き
、
歴
史
に
関
す
る

ク
イ
ズ
や
市
内
の
文
化
財
検

索
が
で
き
ま
す
。

そ
の
二
つ
目
は
、
子
ど
も

た
ち
が
体
験
し
な
が
ら
、
楽

し
ん
で
歴
史
に
親
し
め
る
工

夫
で
す
。
館
の
入
口
に
は
、

文
化
財
の
サ
イ
コ
ロ
パ
ズ
ル
、

芝
ケ
原
古
墳
出
土
の
土
器
を

基
に
し
た
立
体
パ
ズ
ル
、
古

代
衣
装
の
試
着
が
で
き
る
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
工
夫
に
よ
っ
て
歴

史
に
興
味
を
持
ち
、
何
回
も

足
を
運
ん
で
く
れ
る
子
ど
も

た
ち
が
増
え
て
い
ま
す
。

好
評
の
「
勾ま

が

玉た
ま

づ
く
り
」

や
「
古
文
書
講
座
」、「
手
づ

く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
な

ど
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
機
に

回
数
を
増
や
し
、
通
年
化
し

ま
し
た
。
ま
た
、
テ
ー
マ
を

決
め
て
、
「
特
別
展
」
と

「
資
料
紹
介
」
を
い
ず
れ
も

年
２
回
開
催
し
、
興
味
を
持

っ
て
歴
史
や
文
化
に
ふ
れ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
内
容
を

工
夫
し
て
い
ま
す
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

歴
史
民
俗
資
料
館
を
支
え
、

多
く
の
人
に
城
陽
の
歴
史
を

知
っ
て
も
ら
い
、
ふ
る
さ
と

意
識
の
高
揚
に
努
め
た
い
」

と
の
強
い
思
い
で
、
平
成
15

年
11
月
30
日
に
結
成
さ
れ
た

の
が
、「
城
陽
市
歴
史
民
俗

資
料
館
友
の
会
（
工
藤
加
代

子
会
長
）」
で
す
。

友
の
会
は
発
足
以
来
５
年

目
を
迎
え
、
会
員
も
現
在
約

１
０
０
人
。
研
修
会
や
講
演

会
を
開
き
、
企
画
展
な
ど
に

参
画
す
る
な
ど
活
発
な
活
動

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

支
援
、
ご
協
力
が
館
運
営
の

大
き
な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
市
内
の
小
学
校

と
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携

を
深
め
て
い
ま
す
。「
古
墳

関
係
」
の
授
業
に
６
年
生
が

来
館
し
て
い
た
の
に
加
え
て
、

３
年
生
が
「
昔
の
く
ら
し
」

の
授
業
に
来
館
し
、
分
か
り

や
す
く
道
具
の
使
い
方
な
ど

を
勉
強
し
て
い
ま
す
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

五
里
ご
り
館
で
は
、
市
民

み
ん
な
の
財
産
で
あ
る
大
切

な
城
陽
の
歴
史
遺
産
を
、
よ

り
よ
く
守
り
伝
え
、
情
報
の

発
信
を
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

蛇口からそのまま飲める　安くて安全　おいしい城陽の水道水

ごりごりくん 

歴
史
民
俗
資
料
館
マ
ス
コ
ッ
ト 

城
陽
の
歩
ん
で
き
た
歴
史
と
、
数
多
く
の
遺
跡
や
出
土

物
、
文
化
財
は
全
国
的
に
み
て
も
一
級
品
で
す
。
そ
れ
ら

を
守
り
伝
え
る
五
里
ご
り
館（
城
陽
市
歴
史
民
俗
資
料
館
）

が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
１
年
が
た
ち
ま
し
た
。
今
回
は
、

そ
の
現
状
や
、
開
催
中
の
「
春
の
資
料
紹
介
」
な
ど
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
い
つ
で
も
故
郷
の
歴
史
に
ふ
れ

る
こ
と
が
で
き
る
同
館
へ
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開館時間 10：00～17：00
（入館は16：30まで）

休館日 毎週月曜日・祝日の翌日
観覧料
おとな　個人 200円　　団体 160円
こども　個人 100円　　団体 80円

（小中学生）
※ 市内在住の小中学生・65歳以上の人・
身体障害者手帳などを持つ人は無料

▼
▼

▼

南
山
城
地
方
最
大
級
・
全
長
２
７
２
㍍
の
前

方
後
円
墳
「
久
津
川
車
塚
古
墳
」
を
中
心
に
、

模
型
や
パ
ネ
ル
、
実
物
展
示
物
な
ど
、
多
く
の

資
料
で
分
か
り
や
す
く
古
墳
が
で
き
る
ま
で
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
期
間

６
月
29
日（
日
）ま
で
　
▼
場
所

五

里
ご
り
館
特
別
展
示
室
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い

館
で
は
、
工
夫
し
た
展
示

や
普
及
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
特
に
力
を
入
れ
て

い
る
の
が
、
市
民
の
み
な
さ

ん
と
の
協
働
で
す
。
今
ま
で

も
「
資
料
館
友
の
会
」
の
み

な
さ
ん
に
は
、
講
座
や
講
演

会
な
ど
に
参
画
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
機
に
、
特
別
展
な
ど
の
展

示
資
料
の
提
供
や
Ｐ
Ｒ
に
も
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
、
市
民
の
み
な

さ
ん
と
と
も
に
、
特
別
展
や

資
料
紹
介
を
企
画
し
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　川雅智館長 

自由にご覧を「樋口隆康文庫」
五里ごり館の受付前に、「樋口隆康文庫」

がお目見えしました。日本の考古学の第一
人者で、城陽市にお住まいの樋口隆康氏が
資料館友の会にシルクロード関係の本など
105冊を寄贈されています。これを広く市
民のみなさんにもご利用いただければと同
館に文庫を設置したものです。来館者は閲
覧自由。友の会会員は貸し出しも可。会員
になるには同館受付で申し込めます。

古
文
書
の
字
は
読
め
な
く
て
も
、
興
味
の
あ
る
も
の
が
い
っ

ぱ
い
。
み
ん
な
で
熱
心
に
見
入
り
、
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

▼

▲
模
型
や
展
示
物
、
パ
ネ
ル
な
ど
で

分
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

興
味
深
い
内
容
の
「
樋
口
隆
康
文

庫
」。
気
軽
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲

昭和のおもちゃを探しています。夏季特別展
開催にあたり、ご協力をお願いします。こども
の頃、遊びに使われていたおもちゃや、お菓子
のおまけ、こどもの頃の写真など。詳しくは五
里ごり館へ、連絡をよろしくお願いします。
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暖
か
く
な
る
と
気
を
付
け

な
く
て
は
い
け
な
い
の
が
、

Ｏ
１
５
７
な
ど
の
食
中
毒
。

年
間
を
通
じ
て
発
生
の
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
時

期
は
特
に
危
険
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

特
に
乳
幼
児
は
胃
腸
が
十

分
発
達
し
て
い
な
い
た
め
、抵

抗
力
も
弱
く
、
感
染
を
受
け

や
す
い
の
で
、
食
事
や
飲
み

物
な
ど
に
注
意
が
必
要
で
す
。

①
調
理
前
や
ト
イ
レ
の
後
は

石
け
ん
と
流
水
で
手
洗
い
を

す
る
　
②
食
品
（
特
に
魚
肉

類
）
は
十
分
加
熱
し
て
す
ぐ

食
べ
る
　
③
早
寝
を
心
が
け
、

暴
飲
暴
食
を
避
け
て
抵
抗
力

を
つ
け
る
　
④
砂
場
や
河
川

で
遊
ば
せ
た
後
は
十
分
な
手

洗
い
と
う
が
い
を
す
る
（
暖

O
1
5
7
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納

付
特
例
制
度
は
、
承
認
を
受

け
れ
ば
、
在
学
期
間
中
の
保

険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
、
後

払
い
が
で
き
る
制
度
で
す
。

学
生
納
付
特
例
承
認
期
間
中

に
、
万
一
、
事
故
や
病
気
な

ど
で
障
害
が
残
っ
た
時
、
一

定
の
条
件
を
満
た
し
て
い
れ

妊
婦
さ
ん
同
士
の
交
流
を

も
ち
な
が
ら
、
妊
娠
・
出
産

時
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
習
を

マ
マ
　
パ
パ
教
室

「
栄
養
コ
ー
ス
」

か
く
な
る
と
、多
く
の
河
川

で
Ｏ
１
５
７
が
増
え
ま
す
）

ば
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
る
た
め
の
期
間

に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年

金
額
の
計
算
に
は
入
り
ま
せ

ん
。
卒
業
後
は
、
保
険
料
の

早
め
の
追
納
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

※
申
請
は
、
年
度

ご
と
で
す
。
必
ず
５
月
末
日

ま
で
に
市
役
所
か
社
会
保
険

事
務
所
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い

▼
必
要
な
も
の

①
年
金
手

帳
　
②
学
生
証（
コ
ピ
ー
可
）

行
い
ま
す
。

▼
日
時

５
月
29
日（
木
）午

前
10
時
〜
午
後
２
時
　
▼
場

所

保
健
セ
ン
タ
ー
　
▼
内

容

元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産

む
た
め
の
食
生
活
に
つ
い
て

の
話
、
調
理
実
習
、
個
別
栄

養
相
談
　
▼
持
ち
物

母
子

健
康
手
帳
・
筆
記
用
具
・
エ

プ
ロ
ン
　
▼
対
象

妊
婦
さ

ん
と
そ
の
家
族
　
▼
定
員

先
着
20
人

５
月
26
日（
月
）ま
で
に
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

申

地
域
の
生
の
声
を
行
政
に

伝
え
、
消
費
生
活
の
知
識
や

情
報
を
地
域
に
広
め
る
「
消

費
者
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
」

と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
く

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
を
紹
介

平
成
20
年
度

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
が

決
ま
り
ま
し
た

ま
た
は
在
学
証
明
書
　
③
印

鑑
　
④
会
社
を
退
職
し
て
学

生
と
な
っ
た
人
は
、
雇
用
保

険
被
保
険
者
離
職
票
か
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
（
い
ず

れ
も
コ
ピ
ー
可
）

※
平
成
19
年
度
学
生
納
付
特

例
の
承
認
を
受
け
平
成
20
年

度
も
申
請
を
希
望
す
る
人
は
、

社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ

た
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付

特
例
申
請
書
を
返
送
す
る
こ

と
で
申
請
が
で
き
ま
す

国
保
医
療
課
国
保
年
金
係

1（
56
）４
０
３
８
・
京
都
南

社
会
保
険
事
務
所
国
民
年
金

業
務
課
1
０
７
５（
６
４
３
）

２
５
４
７

問

〈
人
権
相
談
〉

市
で
は
、
月
２
回
人
権
に

か
か
わ
る
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。

家
庭
内
・
職
場
内
・
学
校

奥
村
正
文
氏
が
人
権
擁
護

委
員
に
就
任
さ
れ
、
法
務
大

臣
の
委
嘱
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

新
し
い

人
権
擁
護
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

し
ま
す
。

浅
尾
頼
子
氏
、
石
田
延
子
氏
、

大
浦
裕
子
氏
、
上
岡
佑
二
氏
、

河
合
　
力
氏
、
小
森
真
巳
氏
、

篠
原
宏
治
氏
、
高
木
睦
雄
氏
、

1
辻
祐
子
氏
、
谷
村
佳
子
氏
、

野
畑
幸
治
氏
、
花
村
洋
子
氏
、

原
　
純
子
氏
、
村
津
美
徳
氏
、

山
0
隆
代
氏（
50
音
順
）
▼

担
当

産
業
活
性
室
1（
56
）

４
０
１
８

城
陽
市
歌
は
、
ふ
る
さ
と

お
聴
き
く
だ
さ
い

城
陽
市
歌

内
で
の
悩
み
ご
と
や
、
近
隣

間
で
の
も
め
ご
と
・
悩
み
ご

と
で
お
困
り
の
人
は
、
人
権

擁
護
委
員
の
み
な
さ
ん
が
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
相
談

内
容
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
・
場
所

●
市
民
活

動
支
援
室
相
談
室
…
毎
月
第

２
・
第
４
金
曜
日
午
後
１
時

〜
４
時
　
●
ぱ
れ
っ
と
Ｊ
Ｏ

Ｙ
Ｏ
…
第
４
金
曜
日
午
前
９

時
30
分
〜
正
午
　
※
委
員
宅

で
も
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

▼
人
権
擁
護
委
員
…
十
川
光

市
氏
（
奈
島
十
六
29
）、
中

岡
文
枝
氏（
水
主
北
垣
内
23
）、

北
澤

美
子
氏
（
平
川
指
月

１
１
４
）
、
池
垣
眞
澄
氏

（
寺
田
高
田
６
│
２
）、
細
谷

啓
子
氏（
寺
田
大
谷
25
│
７
）、

森
田
良
子
氏（
富
野
堀
口
13
）、

奥
村
正
文
氏
（
寺
田
東
ノ
口

11
）

▼
担
当

市
民
活
動

支
援
室
1（
56
）４
０
０
１

市
の
広
報
紙
「
広
報
じ
ょ

う
よ
う
」
は
、
月
３
回
（
１

日
、
11
日
、
21
日
）
発
行
し
、

各
ご
家
庭
へ
は
新
聞
折
込

（
朝
日
・
毎
日
・
読
売
・
京

都
・
産
経
・
日
経
）
で
お
届

け
し
て
い
ま
す
。

新
聞
を
ご
購
読
さ
れ
て
い

な
い
ご
家
庭
な
ど
へ
は
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
通

じ
て
お
届
け
し
ま
す
の
で
、

電
話
か
直
接
市
民
活
動
支
援

室
広
報
係
1（
56
）４
０
５
１

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

を
愛
し
、
平
和
で
輝
か
し
い

城
陽
の
未
来
を
創
造
し
て
い

く
た
め
、
昭
和
34
年
に
町
歌

と
し
て
制
定
し
、
昭
和
47
年

５
月
３
日
の
市
制
施
行
に
伴

い
市
歌
と
し
て
制
定
し
ま
し

た
。
秘
書
課
と
図
書
館
で
Ｃ

Ｄ
・
テ
ー
プ
の
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

秘
書
課
1（
56
）４
０
５
０

問

奥村正文氏

ご覧ください　広報ビデオ

市政広報テレビ番組「ハロー城陽」のビデオテープを貸し出して
います。市民活動支援室広報係1（56）4051または図書館1（53）
4000までお越しください。無料です。

番組内容

★「城陽パープルタイム」
（城陽市広報番組）
市からのお知らせなど

★「耳よりガイド」
（FMうじ・情報番組）
市からのお知らせなど

★「特別番組」
市のイベントなどの中継番組

放送時間帯

毎週　月曜日40分番組
（16：00～16：40）

毎週　月～金曜日
1日3回　10分番組
（8：50・12：00・17：50）

放送日時（未定）

「FMうじ」88.8MHz（メガヘルツ）で
市政広報番組を放送中

①ラジオの受信バンドをFMに切り替え、周波数（チャンネル）を
88.8MHzに合わせてください　②ラジオに付いているアンテナを
伸ばし、方向を変えて良く聴こえる所を探してください　③建物内
では、電波が届きにくくなりますので東側の窓（送信アンテナのあ
る方向）に近づけてください
FMうじ放送1（24）8818または市民活動支援室広報係1（56）

4051
問

城陽市食生活改善推進員

「ヘルスメイト城陽」会員を募集
健康づくりを学び、地域で実践するボランティアを募集します。
※養成講座を受講することが条件です
費用 無料　 定員 40人　※多数の場合抽選　 5月23日

（金）までに保健センター1（55）1111へ電話か直接
養成講座 場所：保健センター▼

申▼▼

6 月12日（木） 開講式と記念講演

7 月 4 日（金） 地域の健康問題 栄養の基礎

7 月16日（水） 生活習慣病とは 生活習慣病予防の食事

8 月 8 日（金） 献立のたて方 運動と休養

8 月21日（木） 栄養計算 推進員の役割

9 月11日（木） 調理実習 食事診断

9 月26日（金） 調理実習 食品と調理

10月10日（金） 調理実習 日常の食生活

10月29日（水） 調理実習 年代別食生活

11月 7 日（金） 調理実習 食品衛生

11月19日（水） 調理実習 閉講式

日程 10：00～12：00 13：00～15：00

届
い
て
い
ま
す
か

「
広
報
じ
ょ
う
よ
う
」

放送中！ ハロー城陽インフォメーション

4月から、ハロー城陽がインフォメーション番組としてリニュー
アルされ、身近な行政情報を提供しています。ぜひご覧ください。
日時 毎週土曜日11：55～　 放送局 KBS京都34チャンネル
市民活動支援室広報係1（56）4051問

▼▼



（3） 市の木－梅 市の花－花しょうぶ

…問い合わせ　　…申込方法　詳しくはそれぞれへお問い合わせください 買物は城陽市内で行いましょう申問

この広報紙は再生紙および大豆油インキを使用しています

▼
募
集
期
間

５
月
14
日

（
水
）〜
23
日（
金
）
▼
マ
ッ

ト
寸
法

大
（
縦
１
４
５

㌢
×
横
１
９
５
㌢
）…
１
枚

小（
縦
90
㌢
×
横
１
５
０
㌢
）

…
５
枚
　
▼
広
告
料

大
…

１，
９
８
０
円
／
月
　
小
…

１，
３
２
０
円
／
月
　
▼
期

間

平
成
20
年
７
月
〜
平
成

21
年
３
月
　
※
平
成
23
年
度

ま
で
更
新
可
　
▼
そ
の
他

詳
細
は
、
総
務
電
算
情
報
課

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

配
布
し
て
い
る
「
城
陽
市
庁

舎
玄
関
マ
ッ
ト
広
告
掲
載
要

領
」
お
よ
び
「
城
陽
市
庁
舎

玄
関
マ
ッ
ト
広
告
掲
載
基

市
庁
舎
広
告
付

玄
関
マ
ッ
ト

準
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

公
用
車
広
告

▼
募
集
期
間

５
月
12
日

（
月
）〜
23
日（
金
）
▼
広
告

規
格

縦
50
㌢
×
横
60
㌢

※
車
体
両
側
面
で
１
枠
　
▼

広
告
枠
数

公
用
車
13
台

（
13
枠
）

▼
広
告
料

１，

４
０
０
円
／
月
　
▼
期
間

平
成
20
年
７
月
か
ら
平
成
21

年
３
月
ま
で
　
※
平
成
23
年

度
ま
で
更
新
可
　
▼
そ
の
他

詳
細
は
、
総
務
電
算
情
報
課

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

配
布
し
て
い
る
「
城
陽
市
公

用
車
広
告
掲
載
取
扱
要
領
」

お
よ
び
「
城
陽
市
公
用
車
広

告
掲
載
基
準
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い

要
領
に
あ
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
総
務
電

算
情
報
課
へ

▼
募
集
人
数

１
人
　
▼
業

務
内
容

償
却
資
産
（
固
定

資
産
税
）
の
課
税
・
調
査
な

ど
　
▼
雇
用
期
間

10
月
１

日
〜
平
成
21
年
３
月
31
日

▼
勤
務
日
時

月
〜
金
曜
日
、

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
　
▼

報
酬

月
額
１
７
３，
８
０
０

円

▼
応
募
資
格

償
却
資

産（
固
定
資
産
税
）の
課
税
・

調
査
な
ど
の
実
務
経
験
の
あ

る
人
　

５
月
23
日（
金
）ま

で
に
履
歴
書
を
持
っ
て
税
務

課
管
理
係
へ
　

税
務
課
管

理
係
1（
56
）４
０
２
０

問

申

申税
務
課
嘱
託
職
員
を

募
集
し
ま
す

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働

き
を
利
用
し
て
汚
水
を
き
れ

い
に
し
ま
す
。
微
生
物
が
活

動
し
や
す
い
環
境
を
保
つ
た

め
、
維
持
管
理
が
大
切
で
す
。

浄
化
槽
の
使
い
方
を
誤
っ

た
り
保
守
点
検
を
怠
る
と
、

汚
水
が
十
分
処
理
さ
れ
な
い

ま
ま
流
れ
、
川
を
汚
し
た
り
、

悪
臭
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
浄
化
槽
を
正
し
く
使
う
た

め
に送

風
機
（
ブ
ロ
ア
ー
）
は
、

微
生
物
に
必
要
な
空
気
を
送

る
重
要
な
役
目
を
し
ま
す
。

微
生
物
は
生
き
物
な
の
で
、

24
時
間
新
鮮
な
空
気
が
必
要

で
す
。
決
し
て
電
源
を
切
ら

な
い
で
く
だ
さ
い
。

ト
イ
レ
清
掃
は
、
な
る
べ

く
水
や
ぬ
る
ま
湯
を
使
い
ま

し
ょ
う
。
微
生
物
の
働
き
に

影
響
を
与
え
る
塩
素
系
の
洗

剤
な
ど
は
適
し
ま
せ
ん
。

合
併
浄
化
槽
の
場
合
は
、

油
が
浄
化
槽
の
機
能
を
低
下

さ
せ
ま
す
。
そ
の
ま
ま
流
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
風
呂
の
排
水
と
洗
濯

の
す
す
ぎ
を
同
時
に
す
る
と
、

浄
化
槽
の
水
量
が
増
え
、
機

能
が
安
定
し
な
い
の
で
避
け

ま
し
ょ
う
。

●
保
守
点
検
・
清
掃
、
法
定

検
査
は
浄
化
槽
法
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す

保
守
点
検
は
、
専
門
的
知

識
・
技
能
な
ど
を
要
す
る
た

め
、
知
事
の
登
録
を
受
け
た

「
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
」

に
委
託
し
、
清
掃
は
、
専
門

的
知
識
・
器
具
な
ど
を
要
す

る
た
め
、
城
南
衛
生
管
理
組

合
の
許
可
を
受
け
た
「
浄
化

槽
清
掃
業
者
」
に
委
託
し
て

く
だ
さ
い
。

法
定
検
査
は
、
保
守
点

検
・
清
掃
と
は
別
の
検
査
で

す
。
浄
化
槽
の
使
用
開
始
後

３
カ
月
を
経
過
し
た
日
か
ら

５
カ
月
の
間
に
、
本
市
の
指

定
検
査
機
関（
社
）京
都
保
健

衛
生
協
会
が
行
う
「
設
置
後

等
の
水
質
検
査
」
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
そ
の
後
は
、

年
１
回
指
定
検
査
機
関
が
行

う
「
定
期
検
査
」
を
受
け
て

く
だ
さ
い

※
浄
化
槽
の
使
用
を
廃
止
し
、

下
水
道
に
接
続
す
る
場
合
、

「
公
共
下
水
道
使
用
開
始
届

出
書
」
と
「
浄
化
槽
使
用
廃

止
届
出
書
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
公
共
下
水

道
接
続
以
外
の
理
由
で
浄
化

槽
の
使
用
を
廃
止
す
る
場
合

は
、
環
境
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
　

環
境
課
1（
56
）４

０
６
１
問

▼
日
時

５
月
17
日（
土
）午

前
９
時
30
分
〜
11
時
　
▼
場

所

文
化
パ
ル
ク
城
陽
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル
　
▼
内
容

「
お
と
な
が
地
域
で
学
ぶ
と

き
〜
『
ロ
ー
カ
ル
な
知
』
と

い
う
不
思
議
」
京
都
大
学
大

学
院
教
授
　
前
平
泰
志
氏

文
化
体
育
振
興
課
1（
56
）

４
０
４
７
・（
56
）４
０
４
８

問 平
成
20
年
度

社
会
教
育
関
係
団
体
サ
ー

ク
ル
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

「
た
ば
こ
」
に
よ
る
火
災

は
喫
煙
者
の
注
意
で
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
次
の
こ
と

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
決
め
ら
れ
た
場
所
以
外
で

は
吸
わ
な
い
　
・
く
わ
え
た

ば
こ
や
投
げ
捨
て
を
し
な
い

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
し
な
い

・
大
き
め
の
灰
皿
に
水
を
入

た
ば
こ
に
よ
る

火
災
を
防
ご
う

れ
て
お
く

火
災
や
救
急
は
急
を
要
し

ま
す
。
緊
急
車
の
通
行
や
消

火
活
動
の
妨
げ
と
な
り
ま
す

の
で
、
路
上
駐
車
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

▼
日
時

５
月
30
日
〜
７
月

11
日
の
毎
週
金
曜
日
、
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分
　
※

全
７
回
　
▼
場
所

福
祉
セ

ン
タ
ー
　
▼
定
員

先
着
20

人
　
▼
対
象

目
の
不
自
由

な
人
の
た
め
に
、
朗
読
を
初

め
て
学
ぶ
人
　
※
高
校
生
以

上
　

・

福
祉
課
1（
56
）

４
０
３
３
へ
電
話
か
直
接

問

申

や
め
て
く
だ
さ
い
路
上
駐
車

〜
消
防
車
・
救
急
車

が
通
れ
ま
せ
ん

朗
読
入
門
講
座

受
講
者
募
集

か
つ
て
ク
ヌ
ギ
林
が
あ
っ
た
寺
田
小

学
校
か
ら
旧
街
道
沿
い
に
北
へ
行
く
と
、

涙
橋
を
越
え
た
向
こ
う
に
寺
田
茶
屋
町

が
あ
り
ま
す
。
茶
屋
町
は
約
40
世
帯
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
戦
後
し
ば
ら
く
ま

で
材
木
屋
、
金
銀
糸
、
イ
モ
の
卸

お
ろ
し

問ど
ん

屋や

、
駄
菓
子
屋
な
ど
の
店
屋
が
あ
り
、

べ
ん
が
ら
格ご

う

子し

や
虫む

し

籠こ

窓
の
町
家
が
見

え
る
両
側
町
で
し
た
。
大
和
街
道
沿
い

に
は
、
こ
う
し
た
茶
屋
町
が
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
の
「
寺
田
村
絵
図
」
に
旅

人
が
一
服
す
る
寺
田
茶
屋
や
久
世
茶
屋

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
絵
図
に
は
、
正

道
池
か
ら
流
れ
る
水
路
沿
い
に
見
慣
れ

な
い
寺
が
あ
る
の
で
、
茶
屋
町
を
訪
ね

る
と
、
路
地
を
一
筋
入
っ
た
と
こ
ろ
に

お
堂
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
お
堂
は

「
薬
師
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
浄

じ
ょ
う

土ど

宗
し
ゅ
う

の
薬
師
堂
で
す
。
こ
こ
は
地
蔵
盆

の
会
所
な
ど
地
元
の
寄
り
合
い
所
に
な

っ
て
い
ま
す
。
付
近
一
帯
は
お
堂
の
地

所
だ
っ
た
の
か
、
掘
り
出
さ
れ
た
地
蔵

が
祀ま

つ

ら
れ
て
い
ま
す
。

薬
師
堂
は
念
仏
寺
の
末
寺
で
住
職
が

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
元げ

ん

禄ろ
く

期
の
庄

屋
日
記
に
「
宮
馬
場
に
昔
薬
師
堂
あ
り
、

天
神
の
氏
寺
な
り
。
薬
師
堂
九
間け

ん

七
間け

ん

の
桧ひ

皮わ
だ

葺ぶ

き
な
り
」
と
い
う
記
録
が
残

さ
れ
て
あ
り
、
一
時
期
、
薬
師
堂
は
水

度
神
社
と
強
い
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

応お
う

永え
い

32
年
（
１
４
２
５
年
）
に
制
作

さ
れ
た
水
度
神
社
の
鉄て

つ

湯ゆ

釜が
ま

の
銘め

い

文ぶ
ん

に

「
寺
田
之
大
自
在
天
神
　
日
薬
師
堂
」

（
之
と
自
在
は
左
文
字
、
日
は
日
楽
山

の
略
）
と
あ
り
、
薬
師
堂
は
そ
う
し
た

縁
か
ら
湯
立
て
神
事
の
鉄
湯
釜
を
水
度

神
社
に
奉
納
し
た
の
で
し
ょ
う
。

今
も
薬
師
堂
で
は
、
毎
日
供
物
や
花

が
供
え
ら
れ
、
春
・
秋
の
彼
岸
と
盆
の

勤ご
ん

行
ぎ
ょ
う

、
月
３
回
の
読ど

経
き
ょ
う

が
な
さ
れ
、

地
元
の
人
々
に
ひ
っ
そ
り
と
見
守
ら
れ

て
い
ま
す
。

五里ごり館
（市歴史民俗資料館）

1（55）7611
No.270

寺田茶屋町と薬師堂

「寺田村絵図」（堀家文書）の薬師堂

庭木を譲ります

市民のみなさんから申し出のあっ
た、次の庭木の譲渡を先着順であっ
せんします。
都市計画課1（56）4068

［譲り受けする場合の主な条件］
・移植に要する経費は、譲受者負担
・その他は譲渡者・譲受者の話し合い

問

樹　種
樹高 幹周り 本数
（ｍ）（cm）（本）

ウンシュウミカン1 1.5 9 1

ウンシュウミカン2 1.2 7 1

樹高、幹周りの寸法は概略寸法です

英会話講座（昼間・夜間各3クラス制）
期間 6月2日～7月14日の毎週月曜日　※6月9日を

除く全6回　昼間…14：00～15：30、夜間…19：00
～20：30 場所 福祉センター　 定員 昼間・夜
間各40人　※多数の場合協会会員を優先し抽選　 受
講料 昼間：会員2,000円　一般5,000円　夜間：会員
3,000円　一般6,000円　 5月23日（金）必着で、直接
または往復ハガキ・ファクス・Eメールにより、講座
名・住所・氏名（フリガナ）・電話番号と「会員・入会
希望・一般」の区分を、国際交流協会へ。※ハガキの場
合、返信欄に申込者の住所・氏名を記入

申

▼

▼▼

▼

韓国伝統舞踊・演奏～端午の季節を舞う～
日時 5月18日（日）14：30～

16：00 ※14：15受付開始　
場所 福祉センター　 出演 梨花
舞踊学院　 定員 先着150人　
費用 無料　 直接またはハガ
キ・ファクス・Eメールにより「韓
国伝統舞踊参加希望」と氏名（フリ
ガナ）・住所・電話番号・ファクス
番号（Eメールの場合はアドレス）を、
国際交流協会へ

申

▼▼

▼

▼

▼

西京極競技場での京都サンガＦ.Ｃ.
のホームゲーム観戦ペアチケット（ホ
ームゴール裏）を各6組（12人）にプ
レゼント
対象 市内在住・在勤の人　 その他 ①応募は各ゲーム1人1

通とします　②当選者の発表は、チケットの発送をもってかえます
③2008シーズンでの未当選者を優先します。ただし未当選者が6
組に満たない場合は、当選された人も抽選対象になります
ハガキに①観戦希望日と対戦チーム名　②郵便番号　③住所

（在勤者は勤務先） ④氏名　⑤電話番号　⑥年齢を明記のうえ、城
陽市教育委員会文化体育振興課京都サンガＦ.Ｃ.ペアチケットプレ
ゼント係［〒610－0121寺田樋尻45－26］へ　※当日消印有効
文化体育振興課1（56）4048

▼対象ゲーム

問

申

▼▼

開催日・キックオフ 対戦チーム 応募締切日

5月31日（土）14：00～ 名古屋グランパス 5月19日

7月6日（日）19：00～ 大分トリニータ 6月13日

7月16日（水）19：00～ 鹿島アントラーズ 6月20日

7月21日（祝）19：00～ ＦＣ東京 6月27日

市
庁
舎
玄
関
マ
ッ
ト
・
公
用
車

広
告
募
集

総
務
電
算
情
報
課
1（
56
）４
０
１
１

問
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休日急病診療所1（55）1112 
（内科・小児科） 

　場所／保健センター内〔歯科は宇治市休日急病診療所1（39）9430〕 
　受付時間／9：50～11：30・13：00～16：30　※日曜日・祝日のみ 

▲
 ▲
 

第3回市長杯ゴルフ競技会

日時 5月29日（木）7：30集
合・8：00スタート　 場所
城陽カントリー倶楽部　東コー
ス　 対象 市内在住・在勤の
人　 定員 先着120人　 参
加費 会費2,000円・プレー費
15,000円（キャディー費含む）
住所・氏名・電話番号を明記

し、5月22日（木）までにファク
スで市ゴルフ協会Fax（53）37
12へ　 市ゴルフ協会1（54）
3028

城陽ソフトテニス協会
府南部ブロック選手権大会

日時 6月8日（日）9：00か
ら　 場所 太陽が丘テニスコ
ート　 種目 ○一般男子・女
子　○成年男子・女子（35歳以
上） ○シニア男子・女子（45
歳以上で5歳刻みの全種別） ○
初級男子・女子　 対象 府南
部地域に在住・在勤・在学で京
都市・府中部・府北部各ブロッ
ク選手権大会に参加していない
人※高校生以上 参加費
［一般］1人1,500円 ［高校生］
1人1,000円（当日徴収） ※雨
天時…6月22日（日）木津川河川
敷運動広場　 ・ 5月29日
（木）までに木村氏1（52）0420、
細江氏（52）5725へ

第1回市民レディース
グラウンドゴルフ大会

日時 6月8日（日）9：00か
ら　 場所 鴻ノ巣山運動公園
競技方法 8ホール3コース

計24ホールを回りその合計打
数を競う　 対象 市内在住・▼

▼

▼

▼

問申

▼

▼

▼
▼

▼

問

申

▼▼
▼

▼

▼

在勤で満18歳以上の女性　
定員 先着200人　 参加費
1人500円　 5月30日（金）ま
でに所定の用紙に必要事項を明
記し、参加費を添え体育協会事
務局（寺田分庁舎内）1（56）40
48へ　 市グラウンドゴルフ
協会　三浦氏1（53）3186

市民総体ゲートボール大会

日時 6月14日（土）9：10か
ら※雨天決行　 場所 すぱー
く城陽　 種目 一般男子・女
子の部　 対象 市内在住・在
勤で満18歳以上の人（平成20
年4月1日現在）5～7人で編成
されたチーム　 参加費 1人
500円　 5月30日（金）までに
所定の用紙に必要事項を明記し、
参加費を添え体育協会事務局
（寺田分庁舎内）1（56）4048ま
たは市ゲートボール連合へ
市ゲートボール連合 平岡氏1

（53）2160

看護フェア

日時 5月16日（金）13：30
～16：00 場所 東部コミ
セン　 内容 健康・介護・栄
養相談、長生き体操、骨密度測
定、血圧・体脂肪測定、脳老化
テスト、なぞり書き　 参加費
無料　 ・ 南京都病院1（52）
0065へ電話

問申

▼

▼

▼

▼

問

申

▼

▼
▼

▼

▼

問

申

▼

▼ 「裁判員制度」学習会

日時 5月21日（水）13：30
～16：00 場所 男女共同
参画支援センターぱれっと
JOYO 内容 制度広報用映
画「審理」、講演（京都地方裁
判所書記官） 対象 市内在
住の人、市連合女性会会員　
参加費 無料　 ・ 市連合女
性会　稲味氏1（53）1764

大久保駐屯地創立51周年行事

日時 5月25日（日）9：00～
16：00 場所 陸上自衛隊
大久保駐屯地　 内容 駐屯地
の一般開放、訓練展示、装備品
展示・試乗、模擬売店ほか　※
5月24日（土）・25日（日）はヘ
リコプター・空砲射撃などに伴
い大きな音が出ます。ご理解を
お願いします 大久保駐屯地
広報室1（44）0001（内線204）

第33回南京都さつき会
花季展示会

日時 5月30日（金）～6月1日
（日）9：00～18：00※6月1日
（日）は16：00まで　 場所
南京都さつき会常設展示場［寺
田大川原45－2］ 内容 さ
つき盆栽、山野草など約80点
展示　※入場無料 南京都さ
つき会1（52）5534

問

▼

▼

▼
問

▼

▼

▼

問申

▼

▼

▼

▼

▼

スポー
ツ 

官公署
など 

＜募集＞■日本ボーイスカウト城陽第1団　月2回（土・日曜日）
年少～小学生男女　高橋1（53）2114 ■英語サークル　毎月
第1・第3木曜日13：30～15：00 東部コミセンなど　柏原
1（53）7900 ■手品愛好会　毎月第1・第3金曜日10：00～
12：00 ※初心者歓迎　後藤1（54）2053 ■京都剣正志会
（剣道） ○毎週火・土曜日［小学生］18：00～20：00・［中学
生］19：00～21：00 東城陽中学校など ○毎週木曜日［小・
中学生］18：00～20：00 寺田南小学校など　※小中学生対
象（幼稚園児可）で見学随時。初心者歓迎　松下1（54）2733
■社交ダンスガーベラ　毎週木曜日（19：30～21：00）・金
曜日（10：00～11：30） ※初心者歓迎　東部コミセンなど
山本1（53）7471

あなたの体力年齢は？（簡単な体力測定ほか） 先着20人・無料
6月5日（木）10：00～12：00 池垣真美子氏 来館か電話申

寺田コミセン1（55）0010 FAX（55）0197 〒610－0121寺田今堀1

北部コミセン1（55）1001 FAX（56）6032 〒610－0101平川広田67

○申し込みや問い合わせは、各コミセンへ、開館日の9：00～17：00にお願いします
○コミセンの開館時間　9：00～21：00 月・祝は休み（寺田コミセンは、月・祝の翌日
が休み※月が祝日の場合には連休になります）

今池コミセンまつり【5月24日（土）・25日（日）※雨天決行】◎申込不要・自由参加
［24日］★サークル作品展示（ロビー、講習室）13：00～16：00…生け花、刺しゅう、七
宝焼、水墨画、びょうぶ　★子ども向け催し（会議室）13：30～14：30…アニメ映画、
手づくりあそび ［25日］★サークル作品展示（ロビー、講習室）10：00～16：00…※
24日と同じ　★お茶席（ロビー）12：00～15：00 ★ステージ発表（会議室）13：30～
16：00…ソフトエアロビクス、3B体操、ハーモニカ、カラオケ　★模擬店・即売会（広
場）13：00～16：00※売り切れ次第終了…綿菓子、ポップコーン、焼きそば、フランク
フルト、きなこだんご、飲み物、スーパーボールすくい、地元特産品販売、ミニバザー
★お遊びコーナー（広場）13：00～15：00…折り紙

健康料理教室～初夏の和食～ 先着15人
5月29日（木）10：00～12：30 材料費800円※当日徴収
健康料理研究家　木下穂支子氏 来館か電話申

今池コミセン1（56）0525 FAX（56）6041 〒610－0117枇杷庄知原15－1

青谷コミセン1（53）8273 FAX（56）6042 〒610－0114市辺五島7－1
心ウキウキ！ファミリーコンサート ※幼児～大人対象
5月25日（日）14：00～15：00 ひょうたん島 申込不要・無料

初夏の高雄から保津峡へハイキング※約7キロ 先着25人・参加費500円（拝観料）
6月1日（日）コミセン8：15集合・16：00帰館予定 ※交通費実費

来館か電話申

あそびの広場～ふうせんであそぼう～ 申込不要・無料
5月31日（土）14：00～15：00

水墨画教室～うちわに絵を描く～ 先着20人・材料費300円
6月17日（火）13：00～17：00 瀧川龍生氏 材料費を添え来館申

人形づくり教室～アメリカンドールをつくろう～ 先着16人・材料費2,000円
6月19日（木）・26日（木）13：00～15：00 中村恵子氏 材料費を添え来館申

第26回北部コミセンまつり【5月24日（土）・25日（日）※小雨決行】◎申込不要・自由参加
［24日］13：00～17：00★作品展示（館内）…手芸、てまり、刺し子、木彫り、陶芸、絵、
写真、習字、食に関する資料、友禅型染め ［25日］10：00～16：00★作品展示（館内）
…※24日と同じ　★舞台発表…和太鼓、大正琴、カラオケ、唱歌、太極拳、ダンス　★
イベント・フリーマーケット（コミセン前駐車場）…模擬店ほか

親子パンづくり教室 抽選8組※幼児、小学生とその親
5月31日（土）10：00～13：00 対象・材料費1組500円
藤井かほる氏 5月11日（日）11：00に材料費

を添え来館
申

日時 5月24日（土）13：30～15：00 場所 井手町
まちづくりセンター「椿坂」 講師 歌人・エッセイスト
古川 章氏 ※申込不要・無料 産業活性室1（56）4019問

▼

▼▼

届いていますか 
「きょうと府民だより」（京都府広報紙） 

京都府が発行している「きょうと府民だより」は、毎月第
1日曜日に、新聞折り込み（京都・朝日・読売・毎日・産経・
日経の各新聞）により、お届けしています。
新聞を購読されていないなどの理由で届いていない場

合、無料でお送りしますので、京都府広報課までご連
絡ください。 京都府広報課1075（414）4074問

文 パ ル 通 信 

日時 5月18日（日）13：00～14：00 場所 プレイルー
ム　※申込不要・無料

～追悼～小川国夫、アーサー・Ｃ・クラーク、石井桃子
故人をしのび、優れた作品の数々を味

わってみませんか？
場所 図書館2階カウンター前

▼主な作品

☆1階児童開架のテーマ展示コーナーでも“石井桃子の世界”
を紹介しています。※貸し出し中は要予約

▼

▼▼

プレイルーム1（55）1900

図書館1（53）4000

小川国夫 「私の聖書」、「マグレブ、誘惑として」ほか

アーサー・Ｃ・クラーク 「宇宙のランデヴー」、「2010年宇宙の旅」ほか

石井桃子 「キャザー」、「幻の朱い実」ほか

航空自衛隊奈良基地祭　展示飛行事前訓練のお知らせ
航空自衛隊奈良基地祭、展示飛行の事前訓練を5月20日

ごろに予定しています
当日はジェット機が上空を飛行しますが、安全と騒音対

策には十分留意して実施しますので、ご理解とご協力をお
願いします
※航空自衛隊奈良基地祭は、5月24日（土）に開催予定です
航空自衛隊幹部候補生学校10742（33）3951問

▼
▼


